
---市の人口と世帯数----,

3月1日現在 前月比 ｜

人口 31，791人 （－6） ；

男 15， 575人 （-12） ｝

女 16，216人 (+6) i
世帯 8，764世帯 （－5） I

７
ｊ
■

－，79
よみがえってきた

花貫川河口の清流

4月号花貫川河口（6号国道下と常磐線鉄橋下）で、毎日釣り
人が糸をたれフナ釣りでにぎわっています｡釣れ始めたの

は1月ごろ（釣り人の話）からで、魚の大きさは5センチ

から20センチぐらい。バケツ－杯釣った人もいました。

花貫川は、上流にダムや茨城百景の一つである花貫溪谷
などがあり、ハイキングやキャンプ。など観光地として知ら

れていますが、下流は、工場排水や下水道が整備されてい

ないため汚濁が進んでいました。 しかし、炭砿の閉山によ
って堺川から流れていた洗炭排水もなくなり、 52年ごろか

ら工場の排水を改善するため、汚水処理施設の改良などが
進められてきました。それで現在汚水は20PPm以下とな

り川がきれいになったため魚が増えてきたといえます。昔
のように魚がもどってくることを測持したいものです。
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高萩市市民憲章
自然をたいせつにし､美しいまちをつくりましょう

きまりを守り､明るいまちをつくりましょう

礼儀を正しくし､うるおいのあるまちをつくりましょう
元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう
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▼春の暖かい日ざしの中釣りを楽Lむ人たち
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茨城放送「高萩市政だより」は毎週日曜日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は(3) 1151 .1152です。
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(2）市報たかはぎ(第229号I）

Ｐ
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昭
和
弘
年
の
第
１
回
（
３
月
）
定
例

市
議
会
が
、
さ
る
、
３
月
９
日
か
ら
浬

日
ま
で
の
皿
日
間
に
わ
た
っ
て
開
会
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
冒
頭
で
、
鈴
木
市
長
は
、
昭
和

別
年
度
の
施
政
方
針
を
あ
き
ら
か
に
し

ま
し
た
。

要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

に熱
ら

篭

市政方針 か

施
政
方
針
要
旨

施
政
方
針
の
中
で
鈴
木
市
長
は
、
今

年
も
「
教
育
の
充
実
」
「
福
祉
の
向
上
」

「
生
活
環
境
の
整
備
」
「
産
業
の
振
興
」

の
４
本
の
柱
を
中
心
に
取
り
組
む
重
点

施
策
を
の
べ
、
諸
情
勢
の
一
段
と
き
び

し
い
地
方
財
政
事
情
の
中
で
、
市
民
生

活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
を
め
ざ
し
、

市
制
施
行
溺
周
年
を
迎
え
、
ま
ち
づ
く

り
に
あ
ら
た
な
生
き
が
い
を
求
め
て
い

こ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

市
民
生
活
に
密
着
し
た
市
政
へ
＆
詣
斑
肋
漁
赴

心
の
通
う
教
育
と

施
設
内
容
の
充
実

型
世
紀
の
子
孫
に
向
け
て
は
つ
ら
つ

教
蒲
ゆ
洗
戻
鞠

市
制
施
行
羽
周
年
を
迎
え

鍔

一

…

と
し
た
、
創
造
的
な
人
間
育
成
の
使
命

達
成
の
た
め
、
心
の
通
う
教
育
と
施
設

及
び
内
容
の
充
実
が
必
要
と
考
え
ま

斗
。
／
一
０

主
な
事
業
で
は
、
君
田
統
合
小
学
校

建
設
、
高
萩
中
学
校
技
術
室
建
設
を
は

じ
め
と
し
て
、
次
の
世
代
を
に
な
う
児

童
、
生
徒
の
健
全
な
心
身
の
発
達
と
健

康
を
維
持
促
進
す
る
た
め
の
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
設
、
幼
児
教
育
の
向
上
の
た

め
、
第
一
幼
稚
園
園
具
の
整
備
と
、
秋

山
幼
稚
園
独
立
園
舎
建
設
の
た
め
用
地

確
保
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

社
会
教
育
で
は
、
心
の
豊
か
さ
を
求

め
、
充
実
し
た
社
会
生
活
を
営
む
た
め

近
年
活
発
化
し
て
き
た
、
芸
術
、
文
化
、

君
田
統
合
小
学
校

な
ど
の
建
設

3月の第1回定例市議会で

施政方針をのべる鈴木市長

体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
自
主
活
動
の

輪
を
拡
げ
、
公
民
館
活
動
を
中
心
と
し

た
各
種
講
座
の
充
実
と
、
み
ん
な
が
参

加
す
る
文
化
活
動
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
③ま
た
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
を
中
核

と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
な
ど
、

質
的
な
向
上
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
の
読
書
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
図
書
館

活
動
へ
の
前
進
の
た
め
、
図
書
購
入
の

拡
大
を
図
り
ま
す
。

福
祉
を
支
え
る
も
の
は
、
市
民
ひ
と

り
ひ
と
り
の
心
の
あ
た
た
か
さ
に
あ
る

と
い
う
基
本
理
念
の
上
に
立
っ
た
施
策

を
進
め
ま
す
。

長
い
人
生
を
社
会
の
た
め
に
尽
く
し

て
き
た
お
年
寄
り
の
方
が
、
は
り
の
あ

る
毎
日
を
送
ら
れ
る
よ
う
、
敬
老
祝
金

の
引
き
上
げ
や
、
国
際
児
童
年
を
迎
え

て
真
に
子
ど
も
た
ち
が
、
幸
わ
せ
に
な

れ
る
よ
う
施
設
の
整
備
を
し
ま
す
。

ま
た
、
生
活
水
準
向
上
の
影
に
か
く

れ
て
、
取
り
残
さ
れ
た
人
々
へ
の
希
望

と
安
ら
ぎ
が
得
ら
れ
る
よ
う
生
活
資
金

貸
付
事
業
の
開
始
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

制
度
に
厚
み
を
加
え
ま
し
た
。

お
年
寄
り
や

子
ど
も
達
の
た
め
に

L』

公
害
の
未
然
防
止
に

公
害
対
策
は
、
各
種
の
調
査
、
分
析

な
ど
券
積
極
的
に
実
施
し
、
引
き
続
き

公
害
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。

保
健
予
防
事
業
は
、
各
種
の
住
民
検

診
、
健
康
相
談
な
ど
の
質
的
向
上
を
図

っ
て
、
健
康
づ
く
り
へ
の
積
極
的
展
開

に
取
り
く
ん
で
い
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
年
々
増
嵩

す
る
医
療
費
に
よ
り
、
国
保
財
政
の
運

営
は
、
困
難
度
を
増
し
て
き
て
お
り
、

従
来
一
般
会
計
か
ら
の
操
出
金
な
ど
の

対
策
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
と
も

国
保
財
政
を
健
全
に
維
持
す
る
た
め
の

努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

公
共
下
水
道
建
設
な
ど

本
年
は
、
生
活
環
境
整
備
の
た
め
の

基
本
的
課
題
で
あ
る
公
共
下
水
道
建
設

に
着
手
し
ま
す
。
従
来
か
ら
重
点
的
に

取
り
く
ん
で
来
ま
し
た
国
の
制
度
を
、

安
全
で
健
康
な

生
活
の
た
め
に

激
し
く
ゆ
れ
動
く
社
会
情
勢
と
多
様

化
す
る
生
活
様
式
の
中
で
、
つ
ね
に
住

民
が
安
全
で
、
健
康
な
生
活
を
営
む
た

め
に
は
、
そ
れ
に
対
応
し
た
環
境
条
件

の
整
備
が
不
可
欠
の
要
件
で
す
。

生
活
の
環
境
整
備
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本
年
は
、
高
萩
市
が
市
制
を
施
行
し

て
か
ら
調
周
年
と
い
う
意
義
深
い
年
を

迎
え
ま
し
た
。

４
分
の
１
世
紀
に
あ
た
る
歩
み
の
中

で
、
数
多
く
の
先
人
の
偉
業
を
ふ
ま
え

さ
ら
に
大
き
く
、
力
強
く
飛
躍
す
べ
き

時
期
を
迎
え
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に

決
意
を
新
た
に
し
て
向
上
へ
の
道
を
前

進
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

景
気
の
長
期
停
滞
と
国
際
的
な
不
安

定
経
済
の
環
境
下
に
あ
っ
て
、
地
方
財

政
事
情
は
引
き
続
き
そ
の
き
び
し
さ
を

き
び
し
い
財
源
を

最
大
限
に
生
か
し
て

蕊鰯
54年度の

市
民
総
ぐ
る
み
で

交
通
安
全
を

交
通
安
全
対
策
で
は
、
こ
れ
ま
で
人

命
尊
重
の
立
場
に
立
っ
て
、
事
故
撲
滅

を
念
願
と
し
た
市
民
総
ぐ
る
み
の
運
動

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
も
引

き
続
き
こ
の
運
動
が
、
市
民
ひ
と
り
ひ

と
り
の
心
の
中
に
定
着
す
る
よ
う
、
最

日
■
■
凹
■
■
■
■
届
■
四
画
■
・
・
■
■
■
■
■
肩
■
■
且
耳
■
■
。
Ｂ
■
且
且
郡
同
■
■
■
日
■
■
■
冒
日
■
■
■
耳
垂
ぁ
■
■
■
■
■
・
・
■
■
■
■
■
■
目

加
え
て
お
り
ま
す
が
、
経
済
の
安
定
成

長
路
線
へ
の
円
滑
な
移
行
と
財
政
の
健

全
化
と
い
う
国
の
施
策
と
同
一
基
調
を

と
り
な
が
ら
、
市
民
生
活
の
現
実
を
ふ

ま
え
、
地
方
自
治
の
立
場
か
ら
そ
の
最

最
大
限
に
活
用
し
た
道
路
の
改
良
、
舗

装
、
橋
梁
架
け
替
え
な
ど
を
引
き
続
き

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
都
市
計
画
街
路
整
備
事
業
、

土
地
区
画
整
理
事
業
の
促
進
、
公
営
住

宅
の
建
設
、
そ
し
て
地
域
ゴ
ミ
｜
豆
テ

ィ
ー
の
場
と
し
て
の
集
会
場
の
建
設
、

公
園
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

終
目
標
で
あ
る
住
民
生
活
の
安
定
と
福

祉
の
向
上
の
た
め
、
今
一
番
何
を
な
す

べ
き
か
を
き
び
し
く
選
択
し
、
重
点
的

に
実
現
に
向
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

溌
算
鰯
編
歳
蒟
針
懸
熊
要

L

ー

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
昭
和
別
年

度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
健
全

財
政
の
堅
持
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
地

域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
、
現
行
の

行
財
政
制
度
の
枠
の
中
に
お
い
て
確
保

し
得
る
財
源
を
最
大
限
に
活
用
す
る
よ

う
努
力
を
払
い
、
歳
出
面
に
お
い
て
は

経
済
的
、
効
率
的
な
行
政
を
積
極
的
に

推
進
し
経
常
経
費
に
つ
い
て
は
極
力
抑

制
を
図
り
、
そ
の
財
源
を
投
資
的
経
費

善
の
努
力
を
傾
注
し
て
い
き
ま
す
。

交
通
安
全
施
設
面
で
は
、
反
射
鏡
の

増
設
、
歩
道
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
の

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

水
道
事
業
、
工
業
用
水
道
事
業
は
、

現
下
の
社
会
、
経
済
事
情
を
勘
案
し
て

先
に
料
金
の
改
定
を
し
ま
し
た
が
、
さ

ら
に
経
営
基
盤
を
確
立
し
な
が
ら
、
市

民
生
活
に
直
結
す
る
給
水
の
安
定
的
拡

大
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
要
望
の
多
か
っ
た
日
本
墓
地

の
造
成
も
実
施
し
ま
す
。

消
防
、
防
災
の
面
で
は
、
十
王
町
と

の
広
域
化
に
よ
り
、
施
設
の
充
実
と
、

効
率
的
な
活
用
を
図
り
、
年
を
増
嵩
す

る
じ
ん
芥
を
完
全
処
理
す
る
た
め
焼
却

場
の
増
設
を
実
施
し
、
都
市
基
盤
の
整

蒋
‐

備
を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｄ

■

ｑ

ｏ

１

■

■

ｑ

Ｑ

ｄ

に
振
り
向
け
る
よ
う
に
努
め
な
が
ら
予

算
編
成
を
い
た
し
ま
し
た
。

予
算
の
大
要
を
申
し
あ
げ
ま
す
と
、

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
髄
億
５
千

２
４
０
万
円
、
特
別
会
計
は
９
億
５
３

１
万
５
千
円
で
、
そ
の
う
ち
国
民
健
康

保
険
事
業
予
算
は
、
９
億
３
８
１
万
１

千
円
、
企
業
会
計
は
、
３
億
４
千
’
２

０
万
２
千
円
で
、
う
ち
水
道
事
業
予
算

は
、
２
億
５
千
５
３
０
万
２
千
円
、
工

業
用
水
道
事
業
予
算
が
８
千
５
９
０
万

円
の
予
算
規
梗
に
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
丁
算
は
、
粥
年
度
当
初
予

算
と
比
較
し
ま
す
と
、
３
億
８
千
６
４

０
万
円
の
増
で
、
率
に
し
て
７
．
３
％

の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

農
業
生
産
基
盤
の

整
備
を

ま
ず
、
農
業
部
門
は
、
水
田
利
用
再

編
対
策
の
第
２
年
次
を
迎
え
、
農
産
物

需
給
の
動
向
、
農
用
機
械
の
大
型
化
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
に
即
応
で

き
る
営
農
計
画
に
直
結
す
る
農
業
生
産

基
盤
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

島
名
、
秋
山
地
域
の
基
盤
整
備
事
業
、

赤
浜
地
区
ほ
場
整
備
事
業
の
調
査
、
松

岡
地
区
農
免
道
路
な
ど
に
着
手
し
、
後

谷
地
区
総
合
整
備
事
業
、
玉
川
か
ん
が

い
排
水
路
を
は
じ
め
、
農
道
、
用
水
路

『

▼

｜
酬
燕
産
業
の
振
興

の
改
修
な
ど
も
引
き
続
き
推
進
し
、
生

産
性
の
安
定
と
向
上
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

商
工
行
政
は
、
商
工
業
者
の
活
発
な

近
代
化
へ
の
意
欲
を
助
長
す
べ
く
、
商

工
会
運
営
費
の
助
長
と
、
商
店
街
環
境

整
備
の
た
め
の
助
成
を
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。
大
型
店
出
店
後
に
お
け
る
将

来
へ
の
展
望
を
ふ
ま
え
た
高
萩
商
店
街

再
整
備
の
構
想
に
も
力
を
注
ぎ
ま
す
。

畜
産
の
振
興
は
、
多
賀
地
区
広
域
農

業
開
発
事
業
の
第
４
年
次
を
迎
え
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
団
地
造

成
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

林
業
の
振
興
は
、
第
２
次
林
業
構
造

改
善
事
業
の
最
終
年
次
を
迎
え
、
森
林

総
合
利
用
促
進
事
業
な
ど
の
完
全
消
化

を
図
り
、
林
業
経
営
の
安
定
と
生
産
性

の
向
上
に
取
り
く
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
第
２
期
山
村
振
興
事
業
と
し

て
、
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
建
設
と
簡
易

給
水
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

ｓ
市
１
町
の
広
域
化
に

ま
た
、
農
業
共
済
事
業
は
、
３
市
１

町
に
よ
る
広
域
化
を
実
施
し
、
農
業
災

害
補
償
を
よ
り
効
率
的
に
処
理
で
き
る

体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

商
工
業
の
発
展
の
た
め
に

畜
産
・
林
業
の
振
興

農
業
共
済
は



(4）市報たかはぎ(第229号）
一

一

一

二

二

一

一

一

一

一

一

一

二

’

’

’

’

’

’

’

’

’

’

’

’

’

二

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

二

一

一

一

一

一

一

二

’

三

一

一

一

一

一

一

厘

一

一

一

一

二

’

’

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

二

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

二

’

’

一

一

一

一

一

一

一

一

二

一

一

一

一

一

一

一

歳出 56億5,240万円 （黒は前年度）
| 民生費10億3,502万3千円二－ 1民生費 101E3,502万3千円

教育費 9億4,094万8千円 司

Ｅ
Ｅ
Ｅ

一

費木士 81ga651万円
F,. ･､海. 』零:;･ 1t､:‘ ､ 『 蔦3－鐸‘沙..､‘.罰 ’』』.

総務費 6億3,928万5千円

|生活環境の整備’ 農林水産業費 41g7.970万5千円
ﾐﾆ 写, .: ， …… 、:■’

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円

千
千
千
万
千
千
万
ゞ
千
千
千
千
千

１
１
９
８
５
２
５
１
９
４
２
４

万
万
万
師
万
万
”
万
万
万
万
万

２
０
１
９
１
６
，
４
８
１
０
６

３
５
４
２
７
９
２
３
３
１
５
０

４
４
６
８
６
２
８
５
４
９

７
７
，
７
７
１
，
，
Ｉ
，

４
６
４
２
３
２
４
９
２
１

億
憶
億

２

１
３

市道改良事業

市道舗装事業

橋梁整備事業

街路整備事業

、下水路喋備事業
公共下水道事業

上水道事業

市営住宅建設事業

公園設置事業

環境整備事業

一集会所建設事業

交通安全施設整備事業

「 商工費 4億6,777
: ・ 〆、 ．’ ’

万7千円

公債費 3億6
z ・パ I

829万1千円

雪 1 ,670万3千円’
（

）
消防費 2億3,324万2千円

i ■■■■ ｜

同労働費 1億2.269万9千円
: , ’

ｰ1議会費 ’億' ’5"万6千円

E1予備費4.625万9千円 I
「I I i i I i I 1 l I I I BIⅡREI EJ

災害復旧費 2千円
と, ,；･亜、 -,､” 1‘ , :芸L ＊ I

東点 策
一般会計の1 1 1 1 Ⅱ I I I I I I I l l I I [ [ [ I l l I l l l I I I I l lⅡⅡⅡlⅡI I I ll I I I 1川川1 1 R l I i I I I I I I I lⅡⅡⅡⅡⅡlⅡⅡl I I l I I I I I I I IⅡ1 1Ⅱl I l I lⅡlⅡ1 1 1 1 1 1 1ⅡⅡI l l I IⅡl I I I I ｢ I I l lⅡI l l l l l l I l l l l l l l

｜ 産業の振興 ’ 歳入歳出のうちわけ
河川整備事業

農業振興整備事業

土地改良事業

林業構造改善事業

高萩市文化会館建設事業

商工業経営対策事業

商工会補助金 一

6,023万2千円

21H3,057万9千円

4,493万円

6,661万円

4億2,319万2千円

1,598万6千円

843万1千円

歳入
'－－－

、

ザ"“

市税丁税の
うちわけ

固定資産税

607,538
「ー一

IA'県支出金 3億2.696万2千円

市猿
L一一－一一一一一－一一.一一一一‐ －－－ － －_一」

市民税

597，991

「

１

１

斗

「

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｊ

｜
円
円
円
円
一
円
円
円
円
円
円
円
円
一
翻
号
州
唖
一
》
》
語
語
唖
鋤
誇
唖
一

一
町
田
一
一
蝿
４
“
“
詔
，
？
’
’
３
９
Ｊ
４
’

’
６
６
’
’
７
３
１

金
全
一

金
付
付
一

二
金
付
交
交
一

一
斗
一
米

二
金
付
交
別
時
一

一
数
一
一
担
交
税
特
臨
一

一
栂
識
金
金
口
一
一
入
諦
耐
酔
哩
金
蝿
一

一
手一

用
方
越
入
一
担
収
動
楽
通
産
附
炭
一

一
使
地
繰
繰
二
分
諸
自
娯
交
財
寄
産
一

一
Ｂ
一
一
Ｃ

ｒ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
，
１
，
Ｌ
ｒ
‐
‐
‐
‐
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
ｌ
ｌ
ｌ
」

入溌蕊蕊弘歳

たばこ消費税
107,004

地方交付税ほか

、 73． 1％ ，

電気税91 ，893

その他116,432／

(単位は千円です）
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ｒ
１
Ｍ
服
い
て
ム
』 E職 ｜ 教育の充実 ’
高萩市の54年度の予算がきまりました。この予算は、 4月

から新年度にはいるため、 3月9日から22日まで開かれた、

第1回定例市議会で可決されたものです。

今年も住みよい高萩をめざしていろいろな事業がもり込ま

れています。そこで、 どのような事業に予算が使われるのか

主なものをひろってみました。

会計別予算額 （単位千円）

君田統合小学校建設事業

高萩中技術室建設事業

学校給食センター建設事業

秋山幼稚園用地取得事業

'1,学校の教材充実事業

中学校の教材充実事業

指導主事設置事業

高浜グランド整備事業

2億228万7千円

2,878万6千円

2IH250万3千円

5,250万円

900万7千円

860万3千円

1,293万4千円

750万円

参

一

）

会 計 別

一 般会 計

特国民健康保険事業
別｜
公一

罫｜高萩霊園事業

予 算 額

516521400

伸 び 率

7．3％

IⅡⅡIⅡhⅡI I l t t lⅡⅡⅡⅡIⅡ1 1ⅡⅡⅡⅡⅡⅡI I I I d

の柱4つ の903，81 1 24．4％

1 .504
｢ 1 1Ⅱl I I I I IⅡⅡ1 1 1 1 1，‐ 1 1Ⅱ1 1 1 1 1 1 1 1 1ト F l r I I l I Ⅱ1 1

0.6%
ⅡⅡⅡ1 1ⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡIⅡ1 1ⅡⅡⅡlⅡl gBI L

’｜ ネ業
業事
計

繩
榊
一
・

業

水
工会
計
合

企
業
：
↑

祉の向上
両
田

255,302 7．5％

85，900 1 3．9％

8,235万5千円

1億9,379万4千円

61898，917 8．9％ 老人福祉対錐事業

医療福祉対策事業

2ig1,296万円

3億7,980万1千円

4,889万2千円

2,705万3千円

3,458万8千円

1,158万5千円

児童福祉対策事業

生活保護対策事業

障害者福祉対策事業

社会福祉対策事業

保健予防対策事業

勤労青少年ホーム運営事業
『I IIIIl l I1IⅢ11IⅡIⅡ111Ⅱ1『11ⅡⅡ1 1 11IEI『11ⅡⅡⅡⅡ1ⅡⅡ1I11pmI ;l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l

予備

議会

労働

消防

衛生

公債
′

商工
岸

費
費
費

円
円
円
円
円
円

５
７
０
７
２
５

５
４
６
３
６
８

Ｍ
叩
舶
「
剛
「
卯
一
幅

～

／

｜
費
一
昔
一
昔

1 1 ，－5

14，7

15,0

20, 1

27，8

税農様水産費

＃！

育漬 ５
５

７
号

９
２
２
３
謝
熟

灘鍵灘鵜蕊墾

斡

哩

顎
盟
主

』

軒

認

’
.

I
市民1人が負担するお金

市税 47，839円

市民1人に使われるお金

177，799円


